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河
上
滋
彦
さ
ん
へ�

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る�

第
六
回
日
野
郡�

　
　
　
新
そ
ば
ま
つ
り
を
開
催�

下
村
武
美
さ
ん
へ
秋
の
叙
勲�

　
　
「
瑞
宝
双
光
章
」
に
輝
く�

ず
い�

ほ
う�

そ
う�

こ
う�

し
ょ
う�

奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会�

　
　
　
　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
収
穫�

動
脈
硬
化
予
防
講
演
会
を
開
催�

2

　
十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
の
両
日
、
西
ノ
島

町
で
は
、
産
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
物
産
展
に
本

町
も
出
展
し
ま
し
た
。�

　
西
ノ
島
町
と
本
町
は
、
姉
妹
町
の
盟
約
を
締
結
し

て
、
三
十
年
が
経
過
。
今
年
の
五
月
に
は
、
両
町
で

結
成
し
て
い
る
経
済
交
流
協
議
会
が
記
念
事
業
と
し

て
本
町
に
西
ノ
島
町
の
方
々
を
招
い
て
「
田
植
え
体

験
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
物
産
展
に
は
、
本
町
の
大
根
、
白
ね
ぎ
、

ト
マ
ト
と
い
っ
た
新
鮮
野
菜
や
、
味
噌
、
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
、
お
米
な
ど
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
の
記
念
事
業
で
作
付
け
し
た
も
ち
米
を

こ
の
物
産
展
に
奉
納
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
も
ち
米

を
杵
つ
き
餅
と
し
て
配
布
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま

し
た
。�

第
七
回
日
野
川
源
流
米�

　
　
　
コ
ン
テ
ン
ス
ト
を
開
催�

町
の
特
産
品
と
も
ち
米
を
西
ノ
島
へ�

　
江
府
町
・
西
ノ
島
町
経
済
交
流
協
議
会�

　
十
一
月
十
五
日
、
日
野
総
合
事
務
所
駐
車
場
で
第

六
回
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
日
野
郡
内
の
そ
ば
屋
が
七
店
、
そ
ば
粉
料

理
店
が
一
店
、
福
祉
団
体
が
二
店
出
店
。
町
内
か
ら

は
米
子
屋
旅
館
、
お
か
も
と
旅
館
、
小
福
屋
が
出
店

さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
ば
の
ゆ
で
方
講
座
や
抽
選
で
商
品
が
当
た
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
催
し
物
の
ほ
か
、
そ
ば
粉
パ

ン
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
や
そ
ば
プ
リ
ン
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
料
理
の
販
売
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。�

　
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
一
月
二
十
六

日
約
三
十
名
の
方
を
迎
え
、
動
脈
硬
化
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
の
前
に
は
、「
動
脈
硬
化
と
は
、ど
ん
な
も

の
か
」、「
日
頃
の
健
康
管
理
を
怠
っ
て
い
る
と
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
」
を
参
加
の
み
な
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
し
よ
う
と
役
場
福
祉
保
健
課
職
員
に
よ

る
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
動
脈
硬
化
の
予
防
に
つ
い
て
、
江
尾
診
療
所
の
武

地
医
師
が
、
問
い
か
け
な
が
ら
講
演
。�

　
参
加
の
み
な
さ
ん
は
、
寸
劇
と
講
演
に
よ
り
動
脈

硬
化
の
恐
ろ
し
さ
、
日
頃
の
健
康
管
理
の
大
切
さ
を

実
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
産
地
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
の
み
な
さ
ん
が
町
内
各
地

で
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。�

　
町
内
各
地
の
約
七
十
ア
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
、
天
候

不
良
な
ど
も
あ
り
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
十

一
ト
ン
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
は
出
荷
ま
で
に
三
年
か
か
る
作
物

で
す
が
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
「
マ
ン
ナ
ン
」
と

よ
ば
れ
る
成
分
の
含
有
量
が
低
下
し
、
商
品
価
値
が

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
前
後
の
大
き
さ
の
も
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
二
百
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
は
来
年
の
種
芋
に
な

り
ま
す
。�

　
畑
を
掘
り
起
こ
す
収
穫
作
業
が
重
労
働
で
あ
る
た

め
栽
培
面
積
の
拡
大

が
難
し
い
作
物
で
し

た
が
、
県
の｢

日
野

郡
の
野
菜
・
山
菜
特

産
化
推
進
事
業
」
に

よ
り
掘
り
取
り
機
械

の
導
入
を
す
る
こ
と

が
で
き
作
業
労
力
の

軽
減
と
面
積
拡
大
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。�

　
収
穫
さ
れ
た
芋
は

泥
を
落
と
し
、
来
年

の
種
芋
を
除
い
た
約

六
ト
ン
が
米
子
の
加

工
業
者
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。�

は
い
え
つ�

　
十
一
月
十
三
日
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野
支
所
で
日

野
郡
産
の
お
い
し
い
米
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
「
食

の
み
や
こ
鳥
取
県
“
第
七
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
は
、
事
前
に
整
粒
歩
合

が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
米
を
対
象
に
、
食
味
計

の
数
値
が
高
い
も
の
か
ら
四
点
の
最
優
秀
賞
候
補
を

選
定
し
、
当
日
、
参
加
者
全
員
が
実
際
に
食
べ
て
投

票
す
る
も
の
で
す
。�

　
今
年
は
、
本
町
か
ら
の
四
十
九
点
を
含
む
百
五
十

五
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
は
、
平
野
至
信
さ

ん
（
日
野
町
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励
賞
を
本

町
の
越
峠
嘉
道
さ
ん（
下
蚊
屋
）と
桑
原
巧
さ
ん
（
大

河
原
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
米
の
食
味
値
が
八
〇
以
上
を
示
す
と
お
い
し
い

と
さ
れ
、
八
十
五
を
超
え
る
と
極
良
食
味
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
年
の
出
品
米
に
つ
い
て
は
、
最
優
秀
賞

候
補
の
四
点
の
食
味
値

が
九
十
二
〜
九
十
三
で

あ
り
、
全
体
の
平
均
値

も
八
十
七
・
四
を
示
し

ま
し
た
。
低
温
と
日
照

不
足
の
影
響
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

年
は
、
食
味
値
が
過
去

最
高
の
水
準
と
な
り
ま

し
た
。�

　
平
成
二
十
一
年
の
秋
の
叙
勲
に
下
村
武
美
さ
ん

（
佐
川
）
が
、
栄
あ
る
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
賞
さ

れ
、
十
一
月
十
六
日
に
は
、
皇
居
「
春
集
の
間
」
に

お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。�

　
下
村
さ
ん
は
、
本
町
の
職
員
と
し
て
活
躍
後
、
昭

和
四
十
四
年
か
ら
、
五
期
二
十
年
に
わ
た
り
本
町
の

収
入
役
を
歴
任
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
俣
野
川
発
電

所
建
設
工
事
に
か
か
わ
ら
れ
、
建
設
に
伴
う
地
元
協

力
金
の
有
効
活
用
に
よ
る
町
道
、
水
路
、
有
線
放
送
、

町
民
体
育
館
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
に
貢
献
さ
れ
る

と
と
も
に
、
協
力
金
の
一
部
を
原
資
と
す
る
基
金
積

み
立
て
、
ま
た
、
そ
の
運
用
益
に
よ
る
財
政
支
援
を

行
う
集
落
経
営
基
金
制
度
の
創
設
な
ど
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
に
は
本
町
の
助
役
に

就
任
さ
れ
、
生
活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
保

健
、
福
祉
、
医
療
の
充
実
、
防
災
行
政
無
線
の
設
置

な
ど
、
永
年
の
地
方
自
治
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
河
上
滋
彦
さ
ん
（
宮
市
）
は
、
平
成
四
年
か
ら
平

成
十
九
年
ま
で
の
十
四
年
間
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
、
委
員
長
を
歴
任
、
選
挙
の
管
理
執
行
及
び
選

挙
の
啓
発
事
務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
そ

の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と

し
て
総
務
大

臣
か
ら
感
謝

状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。�
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母
子
保
健
に
関
す
る
事
業�

高
齢
者
に
関
す
る
事
業�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策�

　
町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
町
独
自
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

��

○
出
生
祝
い
金�

　
出
生
届
を
出
さ
れ
た
時
に
、
出
生
祝
い
金
と
し
て
一
万
円

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。�

�

○
江
府
町
指
定
ご
み
袋
無
料
配
付
事
業�

　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
処
分
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
出
生
届
を
出
さ
れ
た
時
に
、
お
子
様
一
人
に
つ
き
可
燃

ご
み
袋
（
大
）
二
〇
〇
枚
を
配
付
し
て
い
ま
す
。�

�

○
元
気
！
健
や
か
こ
う
ふ
育
児
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業�

　
一
歳
未
満
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
世
帯
を
対
象
に
、
「
奥

大
山
の
水
」
十
二
箱
（
二
リ
ッ
ト
ル
×
六
本
入
り
）
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。�

�

○
季
節
性
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業�

　
町
に
居
住
す
る
生
後
六
か
月
児
〜
中
学
三
年
生
を
対
象
に

季
節
性
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用

お
お
む
ね
千
円
の
内
半
額
を
補
助
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
一
人
に
つ
き
二
回
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
施
時
期
は
、
毎
年
十
一
月
頃
〜
翌
年
一
月
末

ま
で
で
す
。
助
成
に
よ
り
接
種
可
能
な
医
療
機
関
は
、
江
尾

診
療
所
、
佐
伯
医
院
、
日
野
病
院
で
す
。�

��

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業�

　
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
肺
炎
に
か
か
る
こ
と
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。�

　
接
種
費
用
六
千
五
百
円
の
内
、
三
千
五
百
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
。�

�

○
江
府
町
高
齢
者
買
物
困
難
地
域
緊
急
支
援
事
業�

　
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
生
活
弱
者
の
住
民
の
買
い

物
を
支
え
る
移
動
販
売
者
（
町
内
の
二
事
業
所
）
に
、
移
動

販
売
に
係
る
運
行
軽

費
（
燃
料
費
・
点
検

料
・
車
検
料
な
ど
）

の
三
分
の
一
の
額
で
、

一
事
業
所
当
た
り
一

〇
〇
万
円
を
限
度
額

と
し
て
助
成
し
て
い

ま
す
。�

�

○
地
域
見
守
り
支
援
員
の
配
置�

　
看
護
師
の
資
格
を
持
つ
地
域
見
守
り
支
援
員
が
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
病
院
・
診
療

所
な
ど
へ
の
受
診
勧
奨
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。�

�

○
高
齢
者
日
常
生
活
交
通
確
保
支
援
事
業�

　
本
年
の
三
月
か
ら
町
営
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
独
居
、
高
齢
者
世
帯
の
方
で
、
日
常
生
活
に
お

い
て
バ
ス
利
用
が
困
難
あ
る
い
は
、
バ
ス
路
線
外
地
域
在
住

の
方
は
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な

け
れ
ば
医
療
機
関
へ
の
通
院
及
び

日
常
用
品
の
購
入
等
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
方
は
、
今
後
も

引
き
つ
づ
き
タ
ク
シ
ー
業
者
を
頼

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
利
用

の
出
来
な
い
方
が
安
心
し
て
地
域

で
生
活
を
行
え
る
よ
う
に
町
で
は
、

タ
ク
シ
ー
の
存
続
が
必
要
と
考
え
、

タ
ク
シ
ー
業
者
に
対
し
三
百
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

���

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
に
は
、
全

国
一
律
で
料
金
が
、
一
回
目
三
千
六
百
円
・
二
回
目
二
千
五

百
五
十
円
か
か
り
ま
す
。
（
但
し
、
二
回
目
を
一
回
目
と
異

な
る
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
、
一
回
目
と
同
じ
く
三

千
六
百
円
か
か
り
ま
す
。
）�

　
町
で
は
、
妊
婦
、
一
歳
〜
中
学
生
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
際
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
一
回
目
の
接
種
に
か
か
る
接
種

料
金
の
内
、
二
千
六
百
円
を
補
助
。
一
回
あ
た
り
の
接
種
料

金
が
、
千
円
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
回
目

の
接
種
を
行
う
場
合
も
、
同
じ
く
自
己
負
担
が
千
円
に
な
る

よ
う
に
補
助
を
行
い
ま
す
。�

　
な
お
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
は
、
該
当
者
区
分
に
関

わ
ら
ず
、
無
料
と
な
り
ま
す
。�

　
助
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

移動販売車移動販売車�移動販売車�

タクシーも大切な交通手段です�

ひ
と
に
や
さ
し
い

ひ
と
に
や
さ
し
い�

　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て�

ひ
と
に
や
さ
し
い

ひ
と
に
や
さ
し
い�

　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て�

ひ
と
に
や
さ
し
い�

　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て�
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て�

新型インフルエンザワクチンの接種スケジュール（優先接種対象者）�

医療従事者�

妊　婦�

基礎疾患（最優先）�

基礎疾患（その他）�

幼児（１歳～就学前）�

小学校１～３年生�

１歳未満児等の保護者�

中学生�

高校生�

高齢者（65歳以上）�

小学校４～６年生�

１０月� １１月� １２月� １月� ２月� ３月�

１月上旬から�
接種開始�

12月下旬から�
接種開始�

12月7日から�
接種開始�

11月16日から�
接種開始�

12月17日から�
接種開始�

妊　　婦�

中学生・高校生�

１歳から�
小学校６年生�

基礎疾患を�
有する方�

区　　分�

医療従事者�

19歳以上の方�
(１歳未満児等の保
護者・65歳以上の
高齢者）�

接　　種　　回　　数�

１回�

１回�

１回�

２回�

１回�
著しく免疫反応が抑制されて
いる者は、２回の接種も可能
です�

２回�
今後の臨床試験の結果等を踏
まえて変更される場合があり
ます�

　
町
報
十
一
月
号
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
下
記
の
と
お
り
鳥

取
県
か
ら
発
表
が
あ
り
、
接

種
回
数
と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。�

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
の

上
、
医
療
機
関
に
お
申
込
く

だ
さ
い
。�

��

接
種
の
目
的
は
、次
の
と
お
り
で
す
。�

　
①
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を

　
　
で
き
る
限
り
減
ら
し
ま
す
。�

　
②
患
者
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ

　
　
る
医
療
機
関
の
混
乱
を
極
力

　
　
防
ぎ
、
必
要
な
医
療
提
供
体

　
　
制
を
確
保
し
ま
す
。�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
開
始
予
定
日�

�

・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
（
最
優

　
先
以
外
の
方
）
・
幼
児
（
一
歳

　
〜
就
学
前
）
十
二
月
七
日
か
ら�

�

・
小
学
校
一
か
ら
三
年
生
の
児
童�

　
十
二
月
十
七
日
か
ら�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
回
数�

�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
回
数
に
つ
い
て
は
、
成

人
は
二
回
接
種
か
ら
一
回
に
見
直

し
ま
し
た
。�

（
十
一
月
十
一
日
付
け�

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
通
知)
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江府町職員募集(平成22年4月1日採用予定)のお知らせ�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン�

　
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て�

　
町
で
は
、
前
頁
の
優
先
接
種
対
象
者
の
方
の
う
ち
、
次
の
方

に
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
助
成
に
よ
り
負
担
さ
れ
る

額
は
一
回
千
円
と
な
り
ま
す
。
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
無
料
と
な
り
ま
す
。
）�

�

助
成
対
象
　
①
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、
②
生
活
保
護
を
受

　
　
　
　
　
給
さ
れ
て
い
る
方
、
③
妊
婦
の
方
、
④
一
歳
か
ら

　
　
　
　
　
中
学
生
、
⑤
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
。�

�

助
成
方
法
　
右
の
③
、
④
、⑤
に
該
当
す
る
方
に
は
、順
次
「
負

　
　
　
　
　
担
券
」
を
送
付
し
ま
す
。
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　
医
療
機
関
窓
口
に
「
負
担
券
」
を
お
持
ち
下
さ
い
。�

　
　
　
　
　
な
お
、
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
基
礎
疾
患
の
あ

　
　
　
　
　
る
方
で
右
の
①
、
②
に
該
当
す
る
方
は
、
役
場
福

　
　
　
　
　
祉
保
健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�｢

負
担
券
」
を
利
用
で
き
る
医
療
機
関�

　
　
　
　
　
鳥
取
県
西
部
圏
域
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

　
　
　
　
　
チ
ン
接
種
実
施
医
療
機
関
（
詳
し
く
は
、
医
療
機

　
　
　
　
　
関
に
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
）�

�

そ

の

他
　
助
成
対
象
者
の
う
ち
、
す
で
に
接
種
を
受
け
ら
れ

　
　
　
　
　
た
方
は
、｢

領
収
書
」、｢

接
種
済
証｣

と｢

印
鑑｣

を
持

　
　
　
　
　
っ
て
役
場
福
祉
保
健
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

�

問
合
せ
先
　
役
場
・
福
祉
保
健
課�

　
　
　
　
　
電
話
　
七
五
―
六
一
一
一�

江府町では、平成22年４月１日採用予定の職員を募集します。�

希望される方は、平成21年度第３回鳥取県西部町村職員採用資格試験が下記のとおり行われますの�

で、必ず受験してください。�

職　　　　種　　一般事務�

受 験 資 格　　江府町在住者、又は出身者で昭和49年4月2日～平成4年4月1日生まれの者�

受験申込期間　　平成22年1月5日（火）午後5時までに西部町村会事務局へ提出してください。�

　　　　　　　　同日までに到着するよう郵送されても差し支えありません。�

　　　　　　　　申込書は、役場又は西部町村会事務局でお受けとりください。�

受験申込先　　西部町村会事務局（鳥取県西部総合事務所内　電話　0859－22－2049）�

　　　　　　　　〒683－0054　米子市糀町一丁目160番地�

第一次試験　　平成22年1月17日（日）　時間　午前9時40分～�

試　験　地　　日野町役場�

　　　　　　　　試験種目　教養試験（高校卒業程度）・事務適正試験・職場適応性検査・作文試験�

第一次試験合格発表　　平成22年1月下旬合格者に通知、及び役場に掲示します。�

第二次試験　　平成22年2月中旬（第一次試験合格者についてのみ実施）�

　　　　　　　　試験地・時間は、第一次試験合格者通知の際にお知らせします。�

　　　　　　　　試験種目　口述試験、身体検査�

第二次試験合格発表　　平成22年2月下旬合格者に通知、及び役場に掲示します。�

合格から採用まで　　2月下旬の第二次試験合格者は、採用候補者名簿に登録されますが合格者の全員が�

　　　　　　　　必ず町に採用されるとは限りません。�

町採用試験　　町では採用候補者名簿（二次試験合格者）に登録された方を対象に町採用試験を�

　　　　　　　　行います。�

受験申込書の請求、お問い合わせ先　　�
　　　　　　　　　役場総務課（電話　75－2211）�
　　　　　　　　　西部町村会事務局（鳥取県西部総合事務所内　電話　0859－22－2049）�
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　鳥取県は、大阪と東京にそれぞれ関西本部、東京

本部を設置しています。�

「行きたい鳥取！住みたい鳥取！帰りたい鳥取！」

をキャッチフレーズに、鳥取県関西本部は、皆さん

のお力になります。�

　関西本部の行っている業務をご紹介しますので、

関西にお住まいの方にぜひお知らせいただき、関西

における鳥取県の総合窓口としてご利用ください。�

鳥取県鳥取県�
関西本部です！関西本部です！�
鳥取県鳥取県�

関西本部です！関西本部です！�
鳥取県�

関西本部です！�

こんにち
は！�

　関西からの企業誘致だけでなく、

地元と関西の企業さん同士の交流

もサポートします！�

　また、県内への移住・定住や就

農相談なども行っています。�

　関西に対してよい情報があれば

どんどんご紹介ください。�

企業立地・産業チーム�
山本副本部長�

　地元の旬の情報をお知らせく

ださい。�

　観光ＰＲだけではなく、地元

の特産品や新商品のＰＲ等、分

野を問いません。町の素晴らし

さを関西本部と一緒にＰＲして

いきましょう！�

　どんどんご相談ください。�

観光・情報発信チーム�
田中チーム長�

　関西での県産品（農林水産物、加工

品）の販売促進、販路拡大を図ろうと

される企業様等のサポートをします。�

「自分たちの商品を関西に売り込みた

いがきっかけが無い」「新商品を作っ

たのだけど、消費者の反応はどうだろ

うか」など、３名の販路開拓マネージ

ャーが皆さんの力になります。�

販路開拓チーム�
西谷チーム長�

　私たちが皆さまのお力になります。お気軽にご相談ください。�

【関西本部の主な業務】�

【交流室のご案内】�
　鳥取県関西本部では会議や催

しに無料でご利用いただける交

流室（最大で60名収容可能）を

設置しております。大阪で催し

を企画される際は是非ご活用下

さい。もちろん土日の利用も可

能です。�

【お問合わせ】�
鳥取県関西本部　住所  〒530-0001 大阪市北区梅田1-1-3-2200 大阪駅前第３ビル22階（ＪＲ大阪駅から徒歩５分）�
電話  06-6341-3955　ファクシミリ 06-6341-3972�
ＨＰ　http://www.pref.tottori.lg.jp/kansaioffice     E-mail  kansai@pref.tottori.jp�
　 ※平成２０年４月から鳥取県大阪事務所から鳥取県関西本部へと名称変更しました。�

使用例①（会議形式）� 使用例②（展示会形式）�

【メールマガジンのご案内】�
　鳥取県関西本部のメールマガジン

を配信中！毎週、鳥取県の情報満載

でお届けしています。�

　配信登録は、下記アドレスへ「配信

希望」と書いてメールしてください。�

　また、皆さまからの情報提供もお

待ちしておりますので、�

併せてお知らせください。�

【県人会・同窓会のご案内】�
　関西にお住まいの方は、ぜひ県人

会・高校同窓会に入会をお願いしま

す！�

　鳥取県にゆかりのある方、鳥取県

を応援してくださる方のご入会をお

待ちしています。ご家族やご親戚、

ご友人の方にご案内ください。�

【その他】�
　鳥取県内に、関西からの情報をお

伝えしています。�

・テレビ　毎週水曜日11：30～�

　ＮＨＫ鳥取｢とっとりくらしの情

　報便｣の中で｢まいど関西｣を放送。�

・新　聞　毎月１回　日本海新聞「さ

　んいん産業ナビ」内に�

　「関西だより」を掲載。�
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　11月17日(火)にとりぎん文化会館において第41回鳥取県交

通安全県民大会が行われ、江府町内の各団体や個人が表彰さ

れました。�

　大会では、交通事故のない、安全で快適な住み良い社会の

実現を目指し、交通被害をなくすための更なる運動の強化を

確認しました。�

（以下、江府町関係受賞者）�

�

○鳥取県交通対策協議会長（県知事）表彰�

　　鳥取県交通安全協会日野川地区協会江尾支部（交通安全協会）�

　河上貞也さん（交通安全指導員）�

　池本愛三さん（地域・団体・事業所関係）�

○　全日本交通安全協会長表彰・交通栄誉章「緑十字銅章」（伝達）�

　小椋福治さん（交通安全功労）�

　野田克人さん（優良運転者）�

優良運転者の表彰を受ける野田克人さん�

交通安全表彰が行われました交通安全表彰が行われました�交通安全表彰が行われました�

　
十
二
月
十
四
日
（
月
）
〜
二
十
三
日
（
水
）

の
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。
年
末
は
交
通
量
が
増
え
、
あ
わ
た
だ
し

さ
か
ら
交
通
事
故
が
最
も
発
生
し
や
す
い
時
期

で
す
。
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
や
地
域

で
も
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。�

�

【
交
通
事
故
防
止
の
重
点
目
標
】�

　
①
『
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
』�

　
　
　
運
転
手
は
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐

　
　
行
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
運
転
」
を
心
が

　
　
け
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
家
族
や
地
域
の
方
か
ら
事
故
防
止
の
た

　
　
め
に
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。�

�

　
②
『
飲
酒
運
転
の
根
絶
』�

　
　
　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
悪

　
　
質
犯
罪
で
す
。
二
日
酔
い
に
も
注
意
し
、

　
　
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
③
『
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

　
　
着
用
の
徹
底
』�

　
　
　
同
乗
者
ど
う
し
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
の
着
用
を
確
認
し
合
う
よ
う
に
し
ま

　
　
し
ょ
う
。�

　
　
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使

　
　
い
方
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。�

�

　
④
『
反
射
材
の
使
用
と
前
照
灯
の�

　
　
　
　
　
　
　
早
期
点
灯
の
徹
底
』�

　
　
　
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を

　
　
点
灯
さ
せ
（
十
二
月
は
午
後
四
時
三

　
　
十
分
頃
の
点
灯
）
、
歩
行
者
に
車
の

　
　
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
反
射
材
を
着
用
し
て
自
動
車
や
自

　
　
転
車
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し

　
　
ょ
う
。�

早めのライト点灯を�

事
故
ゼ
ロ
へ�

　
　
　
心
を
つ
な
ご
う
　
手
を
つ
な
ご
う�



農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより�
鹿
児
島
県
南
九
州
市

鹿
児
島
県
南
九
州
市�

　
川
辺
町
を
視
察
し
て

　
川
辺
町
を
視
察
し
て�

鹿
児
島
県
南
九
州
市

鹿
児
島
県
南
九
州
市�

　
川
辺
町
を
視
察
し
て

　
川
辺
町
を
視
察
し
て�

鹿
児
島
県
南
九
州
市�

　
川
辺
町
を
視
察
し
て�
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川
上
　
博
久�

定
例
農
事
相
談
会�

み
ず
た
ま
り�

　
平
成
二
十
一
年
度
農
業
委
員
会
の

視
察
研
修
会
を
、
十
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
八
日
、
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半

島
の
中
央
部
南
西
に
あ
る
川
辺
町
古

殿
地
区
で
農
業
経
営
施
策
等
に
つ
い

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
昨
今
の
農
業
諸
情
勢
も
変
わ
り
、

農
業
の
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
若
者
の
就
農
が
め
っ
き
り
減
り
、

農
業
離
れ
が
起
こ
り
、
今
で
は
大
半

以
上
の
農
家
が
担
い
手
を
失
い
後
継

者
不
足
と
地
域
農
業
振
興
の
低
迷
で

農
業
の
将
来
に
大
き
な
不
安
を
投
げ

か
け
て
お
り
ま
す
。�

　
今
回
の
研
修
は
、
「
生
産
法
人
ど

ん
ど
ん
フ
ァ
ー
ム
古
殿
」
で
地
域
活

性
化
に
伴
う
営
農
推
進
組
織
及
び
活

動
内
容
に
つ
い
て
、
「
道
の
駅
川
辺

や
す
ら
ぎ
の
郷
」
で
は
農
業
振
興
と

農
業
所
得
向
上
を
目
的
と
し
た
改
善

事
業
等
を
研
修
い
た
し
ま
し
た
。�

　
ご
多
忙
の
中
を
ど
ん
ど
ん
フ
ァ
ー

ム
古
殿
事
務
局
長
水
溜
さ
ん
（
本
職

は
理
容
師
さ
ん
）
が
組
織
の
中
核
と

な
っ
て
活
動
さ
れ
、
粘
り
強
い
取
組

み
の
成
果
を
話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
区
概
要
で
は
世
帯
数
百
四
十
五

戸
、
農
家
三
十
戸
、
人
口
三
百
三
十

人
の
古
殿
地
区
、
過
疎
化
と
高
齢
化

に
加
え
、
農
家
率
二
十
％
と
混
住
化

が
進
む
中
で
湿
田
の
ほ
場
整
備
や
下

水
道
が
完
備
し
、
住
民
総
参
加
に
よ

る
元
気
な

町
づ
く
り

が
展
開
さ

れ
て
い
ま

す
。�

　
集
落
営

農
の
取
組

み
状
況
で

は
、
担
い

手
不
足
や

農
業
機
械
へ
の
過
剰
投
資
な
ど
に
よ

り
水
稲
農
業
が
行
き
詰
ま
る
中
、
農

業
は
み
ん
な
で
守
ろ
う
と
十
二
年
前

に
発
足
。
農
作
業
の
受
託
や
農
産
物

の
生
産
直
売
、
付
加
価
値
を
高
め
る

加
工
品
な
ど
に
取
組
み
、
地
域
農
業

を
支
え
る
仕
組
み
作
り
が
で
き
た
こ

と
を
強
調
さ
れ
、
昨
年
は
四
十
歳
代

の
方
が
組
織
の
中
に
初
め
て
四
名
が

加
入
さ
れ
、
三
十
年
間
は
農
地
を
守

っ
て
く
れ
る
と
笑
顔
で
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。�

「
成
果
で
は
」�

一
、
農
地
の
集
積
と�

　
　
　
　
耕
作
放
棄
地
の
防
止�

　
離
農
者
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
耕

地
面
積
の
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
過
半

を
担
っ
て
お
り
、
遊
休
農
地
が
一
切

な
く
法
人
化
に
よ
っ
て
農
地
の
貸
借

や
作
業
の
委
託
が
安
心
し
て
で
き
る

よ
う
に
な
り
、農
地
を
有
効
に
利
用
・

保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。�

二
、
役
割
分
担
に
よ
る
多
様
な
農
業

　
　
力
と
地
域
へ
の
還
元�

　
農
業
に
は
、
機
械
作
業
や
軽
作
業

な
ど
自
分
た
ち
で
で
き
る
範
囲
で
役

割
分
担
さ
れ
、多
く
の
集
落
民
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
の
女
性
グ
ル

ー
プ（
若
葉
会
）の
中
に
は
、
朝
の
内

に
除
草
作
業
し
、
そ
の
後
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
。農
作
業
の
賃
金
と
し
て
約
四
十

万
円（
年
間
）支
払
っ
て
お
ら
れ
、
お

孫
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
は
、
特
産
館
、

加
工
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
あ
り
、

自
然
の
中
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
配

慮
さ
れ
た
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
直
売
所
に
は
販
売
さ
れ
る
も
の
が

地
元
産
、
地
域
農
家
が
丹
誠
こ
め
て

作
っ
た
新
鮮
野
菜
、
川
辺
牛
、
仏
壇

の
な
ら
で
は
の
仏
壇
関
連
商
品
、
工

芸
品
等
そ
ろ
え
ら
れ
、
特
に
地
元
素

材
、
（
名
水
百
選
の
水
と
大
豆
）
を

活
用
し
た
寄
せ
豆
腐
は
大
好
評
で
視

察
の
中
で
も
、
多
数
の
方
が
買
い
物

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
農
業
販

売
戦
略
に
は
「
知（
地
）産
知
（
地
）

消
」、つ
ま
り
町

内
の
農
産
物
を

多
く
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
と
、

消
費
者
が
何
を

求
め
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と

が
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
今
回
の
研
修
で
「
農
」
を
軸
と
し

た
町
づ
く
り
が
着
実
に
成
果
を
あ
げ
、

地
域
で
の
雇
用
創
出
、
農
地
保
全
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
だ

し
て
い
る
こ
と
を
意
を
強
く
し
、
農

業
委
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。�

農業委員会総会（11月）�
審議状況�
１）非農地証明について　　　２件�
２）農業振興地域整備計画の変更に�
　　係る意見具申について　　１件�
３）農用地利用集積　　　　　26件�
４）農地法第３条に基づく農地又は�
　　採草放牧地の下限面積決定につ�
　　いて�
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薬
事
法
の
改
正
で
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
制
度

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
医
薬
品
に
は
、
効
き
目
（
効
能
効
果
）
以
外
に

副
作
用
が
お
こ
る
リ
ス
ク
（
危
険
性
）
が
あ
り
ま

す
。�

　
個
人
個
人
に
合
っ
た
医
薬
品
を
購
入
し
、
適
正

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
リ
ス
ク
の
程
度
に
応

じ
て
、
専
門
家
が
説
明
し
た
り
、
相
談
に
の
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。�

�

　
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

①
薬
剤
師
と
は
別
の
※｢

登
録
販
売
者｣

が
創
設
さ

　
れ
て
い
ま
す
。
登
録
販
売
者
に
よ
り
、
リ
ス
ク

　
の
少
な
い
市
販
薬
の
販
売
が
可
能
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。�

②
こ
れ
ま
で
、
一
律
で
あ
っ
た
市
販
薬
が
副
作
用

　
の
リ
ス
ク
に
よ
り
薬
が
分
類
さ
れ
、
販
売
さ
れ

　
て
い
ま
す
。�

　
一
般
医
薬
品
を
リ
ス
ク
の
程
度
に
よ
り
三
つ
に

分
類
し
、
専
門
家
が
情
報
提
供
や
相
談
対
応
し
て

い
ま
す
。�

　
第
一
類
か
ら
第
三
類
の
別
に
医
薬
品
の
外
箱
表

示
や
お
店
で
の
置
き
方
が
区
別
さ
れ
る
の
で
、
購

入
者
に
も
リ
ス
ク
の
違
い
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
情
報
提
供
や
相
談
対
応
す
る
人
が
薬
剤

師
か
登
録
販
売
者
か
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
名
札

の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。�

○
　
通
信
販
売
の
規
定
を
整
備
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
　
ッ
ト
販
売
を
含
む
通
信
販
売
可
能
な
一
般
医

　
　
薬
品
は
、
第
三
類
医
薬
品
に
限
ら
れ
ま
す
。�

○
　
登
録
販
売
者
の
設
置
に
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
や

　
　
コ
ン
ビ
ニ
で
市
販
薬
が
販
売
可
能
と
な
り
、

　
　
購
入
場
所
が
増
え
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や

　
　
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

◎
使
用
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、
必
ず

　
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
薬
局
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。�

一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の

一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の�

　
　
　
販
売
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

　
　
　
販
売
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。�
一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の

一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の�

　
　
　
販
売
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

　
　
　
販
売
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。�
一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の�

　
　
　
販
売
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。�

※登録販売者とは、資質確認のための都道府県試験に合格し、登録を受けた専門家です。�

危
　
　
険
　
　
性�

大
　
　
　
　
　
　
小�

第一類�
医薬品�

医薬品の�
分類�

第二類�
医薬品�

第三類�
医薬品�

主な医薬品�

胃薬(H2ブロッカー含有薬)、
一部の毛髪用薬など�

主な風邪薬、解熱鎮痛薬、胃
腸鎮痛鎮けい薬など�

ビタミンB・Cを含む保健薬、
主な整腸薬、消化薬など�

情報提供や相談対応する人�

薬剤師�

薬剤師�
又は�

登録販売者※�



　町民の皆さんには全戸配布のチラシや町報を通じて、

学校の教育活動全般を地域全体で支援していく「学校支

援ボランティア（学校お助け隊）」の活動にご協力をお

願いしているところです。�

　先日、この「学校お助け隊」の活動母体となる地域教

育協議会が開催され、会長に手島征夫さん、副会長に村

上成人さんが決まりました。また、ボランティアの方と

学校とのパイプ役になっていただく地域コーディネータ

ーは、道下隆秀さんにお世話になるこ�

とになりました。�

　今後、地域コーディネーターをはじめ、地域教育協議会の方からも、町民の皆さんに、�

まずは学校支援ボランティアへの登録をお願いしていきますので、重ねてご協力をお願�

いします。�

　くわしくは教育委員会事務局（75－2223）までお問い合わせ下さい。�
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第
四
十
八
回
江
府
町
卓
球
大
会

（
小
学
生
・
地
域
の
部
）
が
、
十

一
月
二
十
二
日
、
運
動
公
園
総
合

体
育
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
選
手
た
ち
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
上

げ
る
ご
と
に
「
よ
っ
し
ゃ
あ
！
」

と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
な
が
ら
元

気
な
声
を
あ
げ
、
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
地
域
の
部
】�

★
団
体
戦�

　
一
位
　
佐
川�

　
二
位
　
本
町
一
・
四
丁
目�

　
三
位
　
新
町
一
丁
目�

��

★
個
人
戦�

　
●
一
般
男
子�

＊
総
当
り
リ
ー
グ
戦
に
よ
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場
四
名�

　
一
位
　川
上
　純
也
（
本
町
一
）�

　
二
位
　高
津
　亮
二
（
佐
川
）�

　
三
位
　岡
田
　晃
一
（
新
町
一
）�

��

　
●
セ
ミ
シ
ニ
ア
男
子�

＊
予
選
二
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ�

　
メ
ン
ト
に
よ
る
。
出
場
七
名�

　
一
位
　川
上
　卓
也
（
本
町
一
）�

　
二
位
　野
口
　信
也
（
新
町
一
）�

��

　
●
フ
リ
ー�

＊
予
選
三
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ�

　
メ
ン
ト
に
よ
る
。
出
場
十
名�

　
一
位
　加
藤
　睦
夫
（
武
庫
）�

　
二
位
　田
口
　太
洋
（
本
町
一
）�

　
三
位
　森
田
　
　稔
（
貝
田
）�

��

【
小
学
生
の
部
】�

★
個
人
戦�

　
●
男
子�

＊
予
選
二
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ�

メ
ン
ト
に
よ
る
。
出
場
九
名�

　
一
位
　
金
井
　
寛
幸
（
小
原
）�

　
二
位
　
川
上
堅
太
郎
（
助
沢
）�

　
三
位
　
生
田
　
　
奨
（
武
庫
）�

　
三
位
　
加
藤
　
尚
紀
（
助
沢
）�

��������

　
冬
に
な
る
と
、
積
雪
や
寒
さ
で

身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
き

ま
す
。
卓
球
は
二
人
そ
ろ
え
ば
楽

し
め
る
気
軽
な
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
運
動
不
足
解
消
に
あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

第48回江府町卓球大会�第48回江府町卓球大会�第48回江府町卓球大会�
（小学生・地域の部）�

▲小学生の部ファイナリスト！� ▲個人戦優勝のみなさん�

第１回地域教育協議会開催第１回地域教育協議会開催�第１回地域教育協議会開催第１回地域教育協議会開催�第１回地域教育協議会開催�
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九
月
六
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
た

ん
ぽ
ぽ
学
級
は
、
十
一
月
十
二
日

ま
で
の
七
回
で
延
べ
二
〇
九
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
人
の
話
を

真
剣
に
聴
く
こ
と
、
自
分
の
思
い

を
素
直
に
話
す
こ
と
を
基
本
に
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
学
習

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
今
年
は
、
七
回
の
講
座
を
「
つ

か
む
・
ふ
か
ま
る
・
ま
と
め
る
」

で
構
成
し
、
さ
ら
に
、
各
回
ご
と

に
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
で
一
人

一
人
が
自
分
の
学
習
を
ま
と
め
、

グ
ル
ー
プ
討
議
で
そ
の
ま
と
め
を

話
す
こ
と
に
よ
り
参
加
者
同
士
の

「
和
」
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。�

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊�

●
第
一
回
講
座�

鳥
取
県
教
育
委
員
会
人
権
教
育

課
・
田
口
謙
二
さ
ん
の
講
演
「
自

分
を
見
つ
め
て
み
よ
う
」�

＊
ふ
だ
ん
の
遊
び
や
生
活
の
中
か

　
ら
、
思
い
込
み
や
し
み
こ
ん
だ

　
も
の
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
。�

＊
人
は
個
性
的
な
存
在
だ
と
い
う

　
こ
と
に
気
づ
い
た
。
あ
の
グ
ル

　
ー
プ
だ
か
ら
、
あ
の
職
業
だ
か

　
ら
、
あ
の
姿
形
だ
か
ら
と
い
う

　
こ
と
で
決
め
つ
け
な
い
こ
と
が

　
大
事
。�

＊
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
こ
と
は
、

　
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
か
ら
だ
ん
だ
ん
考
え
が
深
ま

　
り
、
新
し
い
認
識
へ
と
展
開
で

　
き
そ
う
な
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
。�

��

●
第
二
回
講
座�

泉
龍
寺
住
職
・
三
島
道
秀
さ
ん
の

講
演
「
心
の
笑
顔
」�

＊
仏
教
と
一
般
生
活
が
融
合
し
た

　
話
で
あ
り
、
具
体
的
な
こ
と
も

　
含
め
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。�

＊
子
ど
も
（
人
）
に
接
す
る
の
に

　
笑
顔
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
む

　
さ
い
顔
を
し
て
い
て
も
よ
い
こ

　
と
は
な
い
。�

＊
親
の
姿
を
見
て
「
あ
あ
は
な
り

　
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
も
、
や

　
は
り
同
じ
に
な
っ
て
ゆ
く
も
の

　
だ
と
言
わ
れ
て
、
自
分
の
子
に

　
も
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

　
つ
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
た
。�

��

●
第
三
回
講
座�

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
海
女

の
リ
ャ
ン
さ
ん
」
を
上
映
し
、
感

想
を
話
し
合
い
ま
し
た
。�

＊
一
人
の
女
性
の
生
き
様
を
通
し

　
て
、
貧
困
、
差
別
、
在
日
の
現

　
実
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
描

　
か
れ
て
い
た
。�

＊
リ
ャ
ン
さ
ん
が
「
誰
の
せ
い
に�

　
も
で
き
な
い
。
時
代
の
せ
い
に

　
す
る
し
か
な
い
。
」
と
話
し
て

　
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。�

＊
韓
国
も
北
朝
鮮
も
近
い
国
な
の

　
に
、
そ
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

　
て
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

　
を
改
め
て
感
じ
た
。�

��

●
第
四
回
講
座�

鳥
取
県
人
権
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
加

持
谷
典
範
さ
ん
の
講
演
「
意
識
調

査
に
み
ら
れ
る
現
状
と
課
題
〜
結

婚
問
題
を
め
ぐ
っ
て
〜
」�

＊
人
権
に
限
ら
ず
、
物
事
を
多
面�

　
的
に
考
え
る
と
（
あ
る
い
は
見

　
る
と
）
、
本
質
が
見
え
て
く
る

　
と
い
う
こ
と
、
学
習
を
積
ま
な

　
い
と
偏
っ
た
見
方
に
な
る
と
痛

　
感
し
ま
し
た
。�

＊
知
識
は
再
認
識
で
き
た
が
、
全�

　
て
の
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く

　
方
法
を
考
え
る
の
が
難
し
い
の

　
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ど
の
調

　
査
も
無
回
答
が
あ
り
驚
い
た
。

　
無
回
答
の
中
に
差
別
が
隠
れ
て

　
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。�

��

●
第
五
回
講
座�

川
端
孝
子
さ
ん
の
講
演
「
結
婚
に

関
す
る
同
和
問
題
あ
れ
こ
れ
」�

＊
実
体
験
を
通
し
て
の
話
は
、
深

　
く
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
重

　
い
苦
し
み
を
背
負
う
こ
と
、
心

　
臓
が
爆
発
し
そ
う
な
思
い
、
そ

　
う
い
う
も
の
を
持
た
な
く
て
も

　
よ
い
世
の
中
に
し
て
い
か
な
く

　
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
っ

　
た
。�

＊
結
婚
差
別
の
実
態
が
本
当
に
見

　
え
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
、
ま

　
だ
多
く
の
差
別
が
あ
る
と
い
う

　
こ
と
を
、
知
識
で
は
な
く
わ
が

　
子
の
問
題
と
し
て
感
じ
る
。�

�

●
第
六
回
講
座�

上
原
菜
生
さ
ん
の
講
演
「
ウ
ガ
ン

ダ
の
子
ど
も
た
ち
」�

＊
体
験
に
基
づ
い
た
す
ば
ら
し
い�

　
お
話
で
、
何
事
も
自
分
を
そ
の

　
立
場
に
お
い
て
み
る
こ
と
の
重

　
要
さ
も
教
え
ら
れ
た
。�

＊
幸
せ
と
は
？
豊
か
さ
と
は
？
モ�

　
ノ
が
あ
ふ
れ
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

　
な
自
分
の
日
常
を
自
覚
で
き
た
。�

��

●
第
七
回
講
座�

江
府
中
学
校
・
森
下
創
平
さ
ん
の

報
告
「
中
学
校
の
取
り
組
み
」�

＊
自
分
を
大
切
に
思
え
る
、
自
己�

　
主
張
し
た
り
、
相
手
の
思
い
を

　
わ
か
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
ど
、

　
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
に
は
年

　
齢
は
関
係
な
い
と
考
え
さ
せ
ら

　
れ
た
。�

＊
「
人
権
感
覚
は
磨
か
な
け
れ
ば�

　
錆
び
る
」
を
肝
に
銘
じ
て
生
き

　
た
い
。�

�

　
今
年
は
、
各
回
ご
と
の
内
容
を

「
た
ん
ぽ
ぽ
だ
よ
り
」
と
し
て
参

加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
回
紹

介
し
た
一
部
の
感
想
の
ほ
か
に
講

演
の
内
容
な
ど
も
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務

局
ま
で
ど
う
ぞ
。�

たんぽぽ学級たんぽぽ学級�たんぽぽ学級�

人権・同和教育講座�

町いっぱいに町いっぱいに�
　　咲かせよう、人権の花　　咲かせよう、人権の花�
町いっぱいに�
　　咲かせよう、人権の花�
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Match the name to the gender. 　名前で性別を当てるクイズ�
Let’s look at the names of some non-Japanese people. Are they male or female? Try to guess.�
次にあげる外国の名前を見て、男性か女性かを予想してみましょう。（答えは下にあります）�
　　1. Leon　  （リオン）　  　　 　　　 　6. Bob　       （ボッブ）�
　　2. Tristan  （トゥリスタン）　　   　　 7. Caleb　　  （ケイレッブ）　�
　　3. Aurora  （オローラ）　　　　 　　   8. Franklin   　（フレインクリン）�
　　4. Liam　   （リアム）　　　 　     　    9. Lydia　　  （リディア）�
　　5. Zoe　    （ゾイ）　　　　　  　    　10. Audrey　　（アードリー）�
How many did you get? Recently, it has become more difficult to discern a person's gender by How 
many did you get? Recently, it has become more difficult to discern a person's gender by name 
alone but as a rule of thumb, names that end with 'a' or 'e'  are often female whereas ones ending 
with 'b' or 'n' are often male. For example, “Brandon” or “Jacob” are male names while “Anna” or 
“Gabrielle” are female. Of course there are many exceptions so it’s best to just ask the person if 
they are male or female, as long as it’s not rude of course. �
Enjoy your winter holidays and have a happy new year! 2010 is the year of the tiger according to 
the Chinese zodiac. See you. Brian.�
�
いくつ当っていたでしょうか。最近では名前だけで性別をわかるのが難しくなってきましたが、一つ
の手掛かりになるのは最後の文字です。「a」や「e」で終わる名前はよく女性だったり、「b」や「n」
で終わる名前はよく男性だったりします。たとえば、Brandon（ブランドン）やJacob（ジャコブ）は
男性の名前であり、Anna（アンナ）やGabrielle（ガブリエル）は女性の名前です。しかし、例外も多
いので失礼でない限りは本人に聞くのが一番だと私は思います。�
では、冬休みを楽しんで、良い年をお過ごしください。�
ちなみに、2010年はトラの年ですね。では、ブライアンでした。�

答え�

Male    （男性)：1. Leon　   2. Tristan　4. Liam　   6. Bob　7. Caleb　8. Franklin�

Female （女性)：3. Aurora　5. Zoe　　 9. Lydia　10. Audrey

明
る
い
職
場
づ
く
り
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！�

企
業
訪
問
で
「
人
権
週
間
」
を
啓
発�

　
十
二
月
四
日
、
こ
の
日
か
ら
の
「
人
権

週
間
」
に
合
わ
せ
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
企
業
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。�

　
人
権
週
間
は
、
毎
年
十
二
月
十
日
の
人

権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
さ
し
、

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
昭
和
二
十

四
年
に
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
定
め
た
も
の
で
す
。�

　
今
回
訪
問
し
た
事
業
所
は
、
Ｊ
Ａ
江
府

支
所
、
チ
ロ
ル
の
里
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
老
人
保
健
施
設
あ
や
め
の
三
ヶ
所
。

訪
問
先
で
は
二
人
の
人
権
擁
護
委
員
（
藤

原
敏
江
さ
ん
、
道
下
隆
秀
さ
ん
）
が
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
職
場
で
の
人

権
研
修
の
実
態
や
相
談
窓
口
の
設
置
状
況

な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。�

　
人
権
と
は
、
人
間
が
人
と
し
て
本
来
も

っ
て
い
る
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が
等
し

く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基
本
的
な

権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
、
幸

福
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分

の
人
権
ば
か
り
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

他
人
の
人
権
も
尊
重
し
、
お
互
い
に
自
分

の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
一
人
一
人
が
、
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
、

自
己
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と

同
時
に
他
人
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
真
に
実
感
し
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
あ
う

と
と
も
に
、
「
思

い
や
り
の
心
」
と

「
か
け
が
え
の
な

い
命
」
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
、
今

ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�
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12月の本棚�12月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

○小　説�
　　るり姉／椰月美智子�
　　フィッシュストーリー／伊坂幸太郎�
　　ヤッさん／原宏一�
　　天に堕ちる／唯川恵�
　　無理／奥田英朗�
○エッセイ・ノンフィクション�
　　ちょっと幸福論／遠藤周作�
　　死ぬという大仕事／上坂冬子�
○伝記・歴史�
　　ふるさとを輝かせた名将・智将／小川由秋�
　　なぜ対馬は円く描かれたのか／黒田智�
　　平成の名水百選／日本の水をきれいにする会�
　　あなたより貧乏な人／岡崎武志�
○情　報�
　　最新＊著作権の基本と仕組みがよ～くわかる本／橋本拓朗�
○哲学・教訓本�
　　ぼくたちが聖書について知りたかったこと／池澤夏樹�
　　〈貧乏〉のススメ／齋藤孝�
○法　律�
　　死刑／読売新聞社会部�
　　女性のための法律相談ガイド／東京弁護士会�
○社　会�
　　リーダーは半歩前を歩け／姜尚中�
　　100年予測／ジョージ・フリードマン�
　　親のメンタルヘルス／青木紀久代�
　　子どもに伝えたい食育歳時記／新藤由喜子�
　　クラスター爆弾なんてもういらない。／清水俊弘�
　　わたし８歳、カカオ畑で働きつづけて。／岩附由香�
　　ぼくは毒ガスの村で生まれた。／化学兵器careみらい基金�
　　ぼくは13歳　職業、兵士。／鬼丸昌也�
○数　学�
　　ギャンブル家の数学組曲／何森仁�
○科学・自然�
　　ビヨンド･エジソン／最相葉月�
　　エコノザウルスカウントダウン／本田亮�
　　地球を救うエコ数字／左巻健男�
　　アイヌ式エコロジー生活／さとうち藍�
○住居・建築�
　　素敵なインテリアの基本レッスン／主婦の友社�
　　これで納得！　公共事業／川口和秀�
○言　語�
　　スピーチの仕方／抜山映子�
　　辞書を知る／国立国語研究所�
　　私たちと敬語／国立国語研究所�
○医　学�
　　腎臓病のひとのためのおいしい特効メニュー／主婦の友社�
○家庭（レシピ・手芸）�
　　やさいのおやつ／山崎しづか�
　　はじめて以前のお菓子づくり／西山朗子�
　　１日でつくる暮らしの小物／了戒かずこ�
　　イェンセン家のクリスマス／イェンス・イェンセン�
○絵本漫画�
　　よこしまくん【シリーズ３冊】／大森裕子�

○ＹＡ（ヤングアダルト）�
　　　　　※小学校高学年～高校生向き図書�
　　サンダーレの夢／カロリン・フィリップ�
　　ほどほどにちっちゃい男の子とファクト�
　　トラッカーの秘密／ジェイソン・カーター�
　　川の上で／ヘルマン・シュルツ�
　　ベラスケスの十字の謎／エリアセル・カンシーノ�
　　魔法！魔法！魔法！／ダイアナ・ウィン・ジョーンズ�
　　金曜日の砂糖ちゃん／酒井駒子�
　　わたしのおじさん／湯本香樹実�
　　弓張月(上・下)／三田村信行�
　　源平盛衰記(１～３)／三田村信行�
　　超訳＊日本の古典(１～１２)／加藤康子�
○児童書�
　　13番目の魔女／ルース・チュウ�
　　極北の犬トヨン／ニコライ・カラーシニコフ�
　　ゾウの王パパ・テンボ／エリック・キャンベル�
　　ドス・アギラス号の冒険／椎名誠�
　　神出鬼没！月夜にドッキリ／岡田喜久子�
　　トランプおじさんとペロンジのなぞ／たかどのほうこ�
　　ふしぎねこタイガー／日本児童文芸家協会�
　　ぞくぞく村ののっぺらぼう ペラさん／末吉暁子�
　　幼年記かがやく大気のなかで／笹山久三�
　　放し飼い昆虫記／渡辺実穂�
　　マタギ犬ゴンとイノシシ槍王の闘い／桑原崇寿�
　　大きな手 大きな愛／川嶋康男�
　　日本史恐怖の館【シリーズ５冊】／藤田晋一�
　　世界史恐怖の館【シリーズ５冊】／藤田晋一�
　　タナゴももどったきすみ野ビオトープものがたり／市川憲平�
　　くらしとデザインの本(１～３)／日本デザイン機構�
　　この人を見よ！歴史をつくった人びと伝(１～20)／プロジェクト新偉人伝�
　　国際理解を深める世界の宗教(１～５)／ポプラ社�
　　日本の林業(１～４)／MORIMORIネットワーク�
　　かわいくておいしい！手づくりレシピ(１～４)／大森いく子�
　　まなぶたのしむ文字デザイン(１・２)／吉田佳広�
　　日食・月食・オーロラ／渡部潤一�
　　ニューワイド＊ずかん百科【シリーズ５冊】／学習研究社�
　　なるほど忍者大図鑑／ヒサクニヒコ�
　　恐竜図鑑／あすなろ書房�
○絵　本�
　　おおきいツリー ちいさいツリー／ロバート・バリー�
　　ひとりぼっちのちいさなエルフ／インケリ・カルヴォネン�
　　へんしんプレゼント／あきやまただし�
　　はしれ！カボチャ／エバ・メフト�
　　わたしから、ありがとう。／中島啓江�
　　もりのおやつやさん／とりごえまり�
　　あいうえおおかみ／くどうなおこ�
　　さわるバリアフリーえほん【シリーズ３冊】／中塚裕美子�

開館時間�

TEL　75－2005

『〈貧乏〉のススメ』　齋藤孝�
あっちを向いても「不況」、こっちを向いても「不
況」。そんな時代には、自分の中に“貧乏”を
持っている人ほど強い！　貧乏経験者の著者か
ら学ぶ、「貧乏を力に変える」技術とは？�

『はしれ！カボチャ』�
　　　　　　　　　エバ・メフト�
オオカミ・クマ・ライオンに出会ったおばあさん。
行きはなんとかごまかして、さて帰りは…？�
ユニークたっぷり、ポルトガルのむかしばなし。�

児童図書・ＹＡ図書が、たくさん入りました♪�



「日本年金機構」が来年1月1日からスタート！�
　サービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人

員を一新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。�

公的年金の運営業務を日本年金機構が行い、厚生労働省

が財政責任、運営責任を持ちます。�

�

�

�

�

�

○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事

　務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口と

　して引き続きご利用いただけます。また、「年金事務

　所」は、現在ある社会保険事務所の建物をそのまま使

　用しますので、所在地に変更はありません。�

○日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社

　会保険事務所の名義でご案内していた各種の関係書類

　は、内容により、今後は厚生労働省または日本年金機

　構の名義でご案内させていただくことになりますが、

　国民の皆様方に何らかの手続をしていただくことは一

　切ございませんので、ご安心ください。�

○日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務

　を引き継いで行うこととなりますが、公的年金制度は、

　国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任

　を持つことについては、これまでと変わりません。�

　平成22年1月１日から休暇村大山鏡ヶ成の名称
が変わります�
　旧名称　休暇村　大山鏡ヶ成�
　新名称　休暇村　奥大山�

町民スキー講習会(無料)のご案内�
日　　時　平成22年１月３日（日）午前10時～�
場　　所　奥大山スキー場　�
受付時間　午前９時～９時50分(奥大山レストハウス内)�
指 導 者　スキー連盟公認指導員(奥大山クラブ員)�
問合せ先　奥大山スキー場　電話　77－2828

江府町特産物直売所「みちくさから」お知らせ�

　年内は12月29日(火)まで通常営業を行います。
新年1月８日(金)の初売りまで休業となります。�
　なお、冬期間（４月上旬まで）は毎週金・土・
日の3日間の営業です。営業時間も午前9時から
午後３時までとなりますので、ご注意ください。�
問い合せ先　「みちくさ」電話75－2032

○日　時　平成21年12月27日(日)午前９時～午後５時�
○場　所　江府町特産物直売所「みちくさ」�
○特　典　来場者にはとれたて野菜たっぷりの�
　　　　　美味しい豚汁大サービス�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……�

年末年始の閉庁・休館・休業について�

15

日
本
年
金
機
構�

厚
生
労
働
省�

社会保険庁を�

廃止�

（平成22年�

１月１日）�

◎晦日市を開催�

◎年末年始の営業について�

お正月にかかせない�
　｢お餅｣｢しめ縄｣新鮮野菜盛りだくさん!!

江府町役場�
江府町総合健康福祉センター�
江府町教育委員会�
子供の国保育園�
江尾診療所�
江府町老人福祉センター�
防災情報センター�
江府町運動公園�
江府町立図書館�
し尿処理施設　清化園�
ゴミ処理施設クリーンセンターくぬぎの森�
リサイクルプラザ�
くみ取り業者　いづはら�
町営バス�

施 設 名 等 �
12月29日(火) 12月30日

（水）�
12月31日
（木）�

１月２日
（土）�

１月３日
（日）�

１月４日
（月）�

１月５日
（火）�

元旦�
（金）�午前� 午後�

休診�

休業�

閉館�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

休業�

休業�

休業�

休業�

運休�運休�

休業�

休園�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

休園�

休診�

閉館�

閉館�

閉館�

休業�

休業�

問合せ先�
電話番号�

75-2211�

75-6111�

75-2223�

75-2704�

75-2055�

75-2942�

町公民館　75-2005�

75-3229�

75-2005�

75-2224�

74-0333�

0859-68-4071�

75-3701�

役場町民生活課　75-3223

空欄は、通常業務を行っています。�

※年末年始のごみ収集は分別収集カレンダーをご覧下さい。※役場では、閉庁日でも死亡届などを受理します。�



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

　ハローワーク根雨では、地域と職種ごとに求人を区分して公開カードを提示しています。県外での就職を�

希望される方は、相談窓口のコンピュータで検索もできます。�

　ハローワーク根雨の管轄の町別の求人情報は、毎月２回第２、第４火曜日に発行しています。また、ハロ�

ーワーク米子の情報も提供しています。�

　インターネットにより全国のハローワークの求人情報（毎日更新）を検索できます。http://www.hellowok.go.jp�

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

●広域隣保活動の参加希望者は本町五丁目集会所（　75－2624）へ連絡してください。�
※　役場等の年末年始の閉庁、閉館は、情報コーナーをご覧ください。�

江府町人権同和問題啓発標語�

江尾小学校５年　河　上　怜　奈　こころの手　みんなでつなげば　あたたかい�
江尾小学校５年　清　水　映実律　友達は　ひとりひとりの宝物　優しい気持ちでふれあおう�

学校名、学年は応募があった平成20年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。�12月�

1月�

16

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

�
�

7�

�

�

8�
�

9�

10

金�

土�

日�

月�

火�

水�

�
�

木�

�

�

金�
�

土�

日�

�

�

新春マラソン大会�

�

�

消防出初式�

ふれあいデー�

小学校３学期始業式�

中学校３学期始業式�

もの忘れ外来�

はつらつ運動教室�

公民館講座（いけばな）�

�

成人式�

�

�

江尾地内�

�

�

山村開発センター�

子供の国保育園�

江府小学校�

江府中学校�

江尾診療所�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

�

山村開発センター�

�

�

9：00～�

�

�

10：00～�

10：00～11：30�

�

�

�

14：00～16：00�

19：00～20：30�

�

12：30～�

13：00～16：00�
（予約制）�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

14�
�

15�

�

16�

�

�
�

17�

�

�

�

�

18�

�

�
�

19�
�

20�
�

21�

�

22�
�

23�

24�

�

�

�

25�

�

�

�

月�
�

火�

�

水�

�

�
�

木�

�

�

�

�

金�

�

�
�

土�
�

日�
�

月�

�

火�
�

水�

木�

�

�

�

金�

�

�

�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災･情報センター�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

江尾診療所�

本町5丁目集会所�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

本町5丁目集会所�

本町5丁目集会所�

本町5丁目集会所�

鏡ヶ成スキー場�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

�

総合健康福祉センター�

江府小学校�

江府中学校�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

19：00～21：00�

9：00～13：00�

13：00～15：30�

10：00～11：30�

14：00～�

9：30～16：00�

�

19：00～�

�

14：00～15：30�

14：00～16：00�

13：30～15：30�

19：00～�

14：00～�

19：00～�

受付9：30～�

14：00～16：00�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

13：30～15：30�

�

9：30�

�

�

14：00～16：00�

19：00～20：30�

10：00～12：00

公民館講座（絵手紙・油絵）�

ふれあいデー�

小地域懇談会反省会�

高血圧予防教室�

公民館講座（樹脂粘土）�

ふれあいデー�

糖尿病二次検診結果説明会�

明徳学園�

もの忘れ外来�

広域隣保活動（陶芸教室）�

おたのしみ会�

公民館講座（フラダンス）�

はつらつ運動教室�

ぼちぼち倶楽部�

広域隣保活動（陶芸教室）�

広域隣保活動（パソコン教室）�

広域隣保活動（カラオケ教室）�

江府町スキー場開き�

糖尿病評価健診結果説明会�

公民館講座（墨彩画）�

ふれあいデー�

公民館講座（写真）�

天皇誕生日�

犬、猫引取り（事前連絡必要）�

小学校２学期終業式�

中学校２学期終業式�

はつらつ運動教室�

公民館講座（いけばな）�

家族の会�

町県民税４期　国保税７期　介護保険料�

７期　後期高齢者医療保険料６期　納期限�

13：00～16：00�
（予約制）�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

�

26�

�

27�

28�

29�

30

�

土�

�

日�

月�

火�

水�

防災・情報センター�

本町5丁目集会所�

本町5丁目集会所�

�

役場�

13：30～15：30�

14：00～�

19：00～�

�

13：30～16：00

公民館講座（和紙折紙）�

広域隣保活動（パソコン教室）�

広域隣保活動（カラオケ教室）�

�

農地相談会�



�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

荒　田　藤原　　玲　男　　 敬史�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

新　一　岡田　貯子　84歳　　照司�

池の内　南波　吉伸　60歳　  うるわ�

本　五　川端　秀一　87歳　　  裕�

本　五　川上　玉子　81歳　　勝浩�

小　原　川上　　肇　88歳　　研吾�

《12月の納税は》�

・町 県 民 税 ４ 期�

・国民健康保険税第７期�

・介護保険料第７期�

・後期高齢者医療保険料第６期�
納期限は12月25日(金)です。�
（口座振替も12月25日）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　1,393日　（12月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　  191日　（12月１日現在）�

ご　寄　付�

17

納付期限�

12月分�
平成22年２月１日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（11月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　宮　市　末次　一博　本人退院�

　　一　旦　遠藤　秋徳　本人退院�

　　佐　川　名越　　忍　本人退院�

　　下蚊屋　各務　裕之　本人退院�

　　荒　田　阿部寿満子　本人退院�

◎香典返しとして�

　　荒　田　樋口　純敏　子哲也死去�

　　新町一　岡田　照司　母貯子死去�

　　本町五　川上　勝浩　母玉子死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,568人（－１）�

男　1,675人（－１）�

女　1,893人（±０）�

�

世帯数　1,142世帯（±０）�

�

11月末現在（　　）は前月比�

11月届�
（敬称略）�

人の動き� シリーズ　シリーズ　健康づくりグループ　⑧健康づくりグループ　⑧�シリーズ　健康づくりグループ　⑧�

本町五丁目明道クラブ�

セラバンド運動を行う本町５丁目の皆さん�

　本町五丁目明道クラブは、平成18年度に福祉保健課が行う「い

きいき運動教室」に取り組んだグループです。�

　３か月間の運動教室を終了後、しばらくお休みしましたが、平

成20年度から運動を再開し現在、「本町五丁目明道クラブ」とし

て運動を継続しています。�

　週１回の運動は、参加者と一緒に集会所の指導員さんも一緒に

行うため、安心して運動に参加できます。�

　現在、少人数で活動中、新規の参加者大募集です。�

　お問い合わせは、明道館（電話75－2624）にご連絡ください。�

　地域の防災活動に積極的に取組み、自主防災活動活性化のため自主防

災組織づくりを積極的に推進できる人材養成の目的で研修会が開催され

ます。�

○開催日時�

　１日目、平成22年1月24日(日)　午前9時00分から午後4時30分�

　２日目、平成22年2月21日(日)　午前10時00分から午後4時30分�

　３日目、平成22年3月14日(日)　午前10時00分から午後2時30分�

　※3日間受講すると「防災士」の受験要件が一部免除されます。�

○場　　所　米子市役所（3日間とも）�

○参 加 費　無料、テキスト代（2,000円）は、鳥取県が負担します。�

○申込締切日　平成21年12月17日（木）�

○申 込 先　役場総務課に電話でお申し込みください。�

○問合せ先　役場総務課　電話　75－2211

地域防災活動指導者養成研修会を開催します�



発行／江府町役場� 編集／町民生活課　印刷／冨士印刷（有）�
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475�
TEL（0859）75－3223　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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毎月１日、15日は「交通安全にみんなで参加する日」です。�
思いやりの気持ちで、交通ルールを守りましょう。�

除雪作業中の通行に除雪作業中の通行に�
　　　　　ご協力ください　　　　　ご協力ください�
除雪作業中の通行に�
　　　　　ご協力ください�

竹・木が倒れると除雪ができません。�
所有者・集落で撤去してください。�

安全な除雪作業に安全な除雪作業に�
みなさんのご理解とご協力をみなさんのご理解とご協力を�
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安全な除雪作業に�
みなさんのご理解とご協力を�

　雪が降ると、道路と水路の区別がつかなくなったり、路上の障害物が見つけにくくなったりするなど、危険がい

っぱいです。交通安全に十分注意しましょう。�

町の除雪方針�
・積雪がおおむね15センチメートルを超える場合に行います。�

・原則午前７時、あるいはバス始発時刻どちらか早いほうの時刻までに作業を終えるようにします。�

除雪作業についてのお願い�
○路上、待避所、バス回し場に駐車しないでください。�

○屋根の雪下ろしなどで、路上に出した雪は取り除いてください。�

○歩道・通学路の除雪について、地域の皆さんのご協力をお願いします。�

○防火水槽・消火栓・ゴミ集積所の除雪は、集落でお願いします。�

○除雪により水路がふさがったり、玄関先などに寄ったりする場合があります。ご理解とご協力をお願いします。�

　11月27日、子供の国保育園年長児が、親子で
そば打ちを体験しました。�
　この「親子そば打ち」は、夏の盛り７月にみん
なで種をまき10月中旬に収穫したそば粉を使って、
親子での手づくりと収穫の喜びを味わうもので、
園の行事としても近年すっかりおなじみになりま
した。�
　食生活改善推進員のみなさんの手ほどきにより
打ちあがったそばは、早速給食に登場。年長児は保
護者の方と一緒に晩秋の風味に舌鼓をうちました。�
　今年は、種まきから収穫までの様子を観察して、
その記録を町文化祭でも展示するなど、そばとと
もに成長してきた年長さん。悪条件にも負けず元
気に成長するそばのように、強くたくましい江府
っ子になーれ！�

そば打ちで一足早い歳の瀬気分�そば打ちで一足早い歳の瀬気分�そば打ちで一足早い歳の瀬気分�


